はっくつ文庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著作権に充分ご配慮ください。

コピー・転送　禁止です。
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　昼になっても雨はあがらなかった。雨の日は、淡い光りが流れることを止めた暗闇と混然と渦巻き、なすすべもなく放り出された自分を発見する。彼は学校を見るために外へ出た。が、もちろんグランドには誰も居なかったし、若者の姿もなかった。暫く雨に煙る街や山を眺めて部屋へ帰ると、高木が来た。「鈴木さん。来てくれんさい」高木は彼に一緒に来るように言った。高木の後について行った部屋には、老人ばかり三四十人も集っていた。皆なぺたんと座りこみ、お茶をすすりながら談笑している。彼を認めた老婆が、奥の方から声をかけた。「鈴木さん、こっちへ来ないよ」言われるままに奥へ入って座った。ヘビバアさんが彼に茶をついでくれる。「今日はなんかあるのかな。また慰問の音楽かな」差し出された茶を飲んで訊いた。一年のうちに何度か慰問団がやってくる。幼稚園児の遊戯や中高生の音楽会、婦人会の民謡に調理士会の寿司やウナギの差し入れ等様々だが、彼にとってはやかましいだけの若い者の音楽会だけは閉口していた。それでも、義理でつきあっていなければならないのは、針の筵に座っているようなものだった。それに、「おじいちゃん、お元気ですねえ」と何度も言われると、「元気で悪かったな」と怒鳴りつけてやりたくさえなる。「そうでねェんやさ」とヘビバアさんはぺろぺろと舌を出して言う。「鴉バアさんな、夕べお迎えがござったんやさ」たえず咳をしているバアさんが居た。咳をするときにコぉうと鴉のような声を出すので、皆なは鴉バアさんと呼んでいた。「そおかな・・・」彼は初て一番奥に安置された小さな棺に気がついた。白布で覆われた棺に蝋燭の光りと供物の花が映え、そこだけがむしろ華かに輝いている。鴉バアさんには身内がないので、今日ここでお通夜をして明日役所の人が来て葬式をする、とへビバアさんはまたぺろぺろと舌を出した。普段着のまま集った老人達は、幾つかの黒い塊となって話しこんでいる。中からは、軽い笑い声もあがっていた。今年六十五の、一番若い老婆が皆なの注目を集めている。下の街まで降りて行く元気のあるものは少かったが、彼女はまだ体力もあり、毎日のように街まで出て行った。出歩けない人のために彼女は買物や用事を気軽に引き受けてくれた。彼女とよく一緒に出かける元軍人がいる。皆なは、結婚しろと冷かしては楽しんでいる。若い人はええこっちや、と歯無しのジィさんが言うと皆な一斉に笑った。また別の組では、これで何人この冬を越せるか…と額を寄せている。やがて黒緑眼鏡の男も現われて読経が始まった。彼は、高木と最前列の端に座って、誰よりも神妙な表情で手を合わせていた。読経の単調なリズムに身を浸していると、遠い彼が、過去から幾重にも重ってくるのを感じる。両親も姉も妻も、皆なこうして送った。〈送った方が仕合せやったのか、送られた方が仕合せやったのか・・・〉とにかく、一人消えていく度に彼の知らない所で、彼を支えている何かが崩れていった。それは、血縁には限らなかった。(*)にしろ山本(*) にしろ、やはり彼の中から少しづつ何かを奪って闇の向うへ消えていった。砂取り遊びのように、彼を支えていた何かが確実に崩壊していった。翌日、読経の中で焼香を済ませると、役所から来た車へ若い役人がさっさと棺を乗せ高木が同乗した。葬儀は一時間もかからないであっさり終り、後は何事もなかったかのように普段の生活が戻ってきた。各々が、洗濯や菊の手入れの自分の時間の中へ戻った。彼は花壇の冬仕度をしている老人達と談笑を交しながら、暫く彼等の仕種を見ていた。その内に一人が歌い始めた。〈昔恋しい銀座の柳、なを誰が知ろー、ジャズで踊ってリキュールで更けて、明けりゃダンサァの涙雨・・〉聞くともなく聞いていると、歌に重ってくる別の音がある。りんりんりんという鈴の音が辺りの空気を緊張させる。彼は危険を感知した兎のように耳をそばだて、きっと前方を見つめる。号外、号外！上海の日支軍遂に衝突！いつかはそうなるだろうと思っていたが、とうとうやったか。そうか、そうか、とうとうやったか。街の様子はどうだろう・・・急に振り返ると、彼は街へ向って歩き出した。花壇の老人が声をかけたが、彼は何かにひかれるように歩いていく。やったか、そうか、やったか。彼の心は踊る。俺も満洲へ行くぞ！彼はぶつぶつ一人言を言いながら街へ入っていった。街は賑かだったが、どの店にも大きく目立つように「大安売り」「大特売」の広告が出ている。片岡蔵相の失言に端を発した金融恐慌は、東京銀行の閉鎖、株価の大暴落として全国の銀行が一斉に休業するという大異変をまき起し、一時は日本中が破産するのではないかとさえ思われた。騒ぎは、日本銀行の大断行によってなんとか治ったが、不況は厳しく、殊に農村部に襲いかかった。商店街の広告にも不況の色は強くでている。だが、と彼は思う。この戦争にさえ勝てば、たちまち好景気にかわるさ。彼は嬉しくて、いつの間にか若い男をつかまえて語りかけている。「な、そやろ。俺達にゃ満蒙の広大な土地があるんや。とうとう支那と戦争を始めたんやとえな。ばんざい！や」男はじろっとにらみつけただけで行ってしまった。彼は投売りの街を彷徨った。うきうきと踊る心と体は、中学生そのものだった。嬉しいことは、もう一つあった。そうだ、マントだ----四年生の春の近い日、「冬物一掃・大投売」の市でマントを買ってあげると、千鶴が言った。彼は喜んで姉について行った。千鶴は特価市で水油のはかり売りやツメカエクリームの細々とした買物の後で、彼に五円のマントを買ってくれた。やがて映画館の前まで来ると、突然映画を見ようと言いだした。その唐突な思いつきに彼は驚いたが、題名の「天国に結ぶ恋」を見たとき、最初から千鶴は映画を目的で外出したことを知った。恐く一人で入るのは心細かったのだろう。早い日射しは既に傾き、薄闇が街を覆いはじめている。出札場で二人分の五十八銭を支払い木戸をくぐった。履物をぬぐと、彼の朴歯下駄と赤い鼻緒の下駄が一緒にゆわえられ、梅の七と書かれた下足札をもらう。そこで当然姉は婦人席の方へ向うものと思いこんでいた彼は、驚かされた。姉は涼しい顔で彼の前を歩いていく。男子席から花道をひとつ隔てて同伴席があり、姉はそこへ入っていった。たとえやましい所はないにしろ、夫婦か親娘の席へ割りこむのは、なんとも気遅れがした。座ってからも周りの人が全部、自分達を見ているようで、彼は石の地蔵さんのように堅くなっていた。ことに背後の臨監席の警官が、いつ「そこの二人！」と怒鳴るかと思うと生きた心地さえしなかった。それでも、畳敷きの桟敷席がお互いの体が触れ合うほど混んでくると、少しは気軽になれた。やがて映画が始り、心中場面で千鶴は目頭を押さえていた。画面と、押しこまれるようにして並んだ千鶴の表情を横目に見比べて、ふと別人と居るような気がした。隣りに座っているのは姉ではなく、十九才という不安定な年齢の女だった。坂田山心中の悲恋物語がはねて大勢の人波と共に外へおし出されると、外は雪が激しく降り出している。既に夜も遅く、軒下で立ち尽している間にも、後から出て来た人達は小走りに闇の中へ走り去り、いつの間にか二人だけ取り残された。「そうや。マントを出しないよ」と言ったのは千鶴だった。降りしきる雪を見ながら彼も同じことを考えていたのだが、真新しいマントを早速おろすのは惜しい気がしていた。早く早くと千鶴にせき立てられ、包みを解いてマントを取り出すと、それを千鶴は頭からかぶった。千鶴は自分をおんぶしろという。「あんたは高下駄やでええに。だいじょうぶやさ、誰も見とらんで。して 」四五年前に彼は千鶴の背丈を追いこしていた。そのうえ朴歯下駄をはいているのだから、千鶴は彼の肩までもない。彼は千鶴を背負って夜の中へ歩き出した。千鶴は、マントが二人を包みこむように彼の胸へ腕を回している。生暖かい感触が、彼の全身を覆う。「映画はどうやった？」彼は背中の千鶴に訊く。彼の左肩に頭をのせている千鶴は、「うん、いっしょに泣いてまった」と感激の余韻を残していた。千鶴の湿気を帯びた熱い息が、首筋をくすぐる。人通りの絶えた雪の中を千鶴の暖かさに包まれながら黙って歩き続ける。「もし、もし・・」と声をかけられたのは、家へ向かって可成り歩いた後だった。呼ばれて見渡すと、城山が夜の中に巨大な闇の塊となって見えた。「どちらへ行かれるんですか」と若い警官が訊る。「家へ帰るとこやけど……映画を見にいったもんでうなってまって…」「おじいさん、鈴木さんですね？」警官は優しく訊ね、彼は肯く。「捜しとったんですよ。さあ車に乗って下さい」彼は警官に腕を取られて、車に乗った。車が走り出すと、若い警官は無線機で話していた。「発見しました。・・・そうです・・・、ええ・・・わかりました・・・すぐに施設の方へ送ります・・・。了解」彼の虚ろな眼に街の灯が流れていく。そうだ・・姉ちゃんは？・・彼は「姉ちゃん」と小さな声でつぶやく。・・・「の話しを信じるけな？」と頭の綺麗に禿げ上った男は、鼻の上にのせた眼鏡の上から彼を見つめる。男は手にした一枚の写真と彼の顔をちらちらと見比べている。男は長い間写真屋を営んでいた。跡を継ぐもののなかった写真屋は彼一代で終ったが、△△写真館の洋風の建て物はいまも街中にそのまま残っている。「こんなことを言うとな、ひとはキツネ憑きかなんかみたいな目で見るもんで、あんまり言いとうねェんやけどな。の言っとるのは嘘なんかでないんや。信じるけな？」写真屋はもう一度念を押した。彼はなんとなく背いてしまう。「オリもなあ、戦前から、そや、五十年も写真をとってきたんやで、それこそ何万枚いや何十万枚とったかも知れんなぁ。むかしは、もちろんフィルムなんかないで、感光板も自分で作らならんし写真機は大きくて重いし、いろんな苦労があったもんやさ。そんでも、写真技師て言や、花形の職業やった」男は良き時代を懐しそうにふりかえる。そうか、と彼は思う。写真屋の顔が何かを連想させるのだが、それが何なのか思い当らないでいた。ああ、写真機だと気付く。冷く澄んだ目はレンズそのものだった。写真屋が瞼を閉じるたびに一枚の写真がとられていく。生涯の殆どをファィンダーをのぞいてきた男は、ついに写真機と同化してしまったのか。その間にも写真屋はしゃべり続けている。「そんでな」と一区切りついたところで、写真屋はお茶をすする。「もう十年ほど前やけど、不思議なことに気がついたんやさ。写真を見るとな、そのひとの寿命がはっきり撮っとるんやな」レンズの瞳で、じっと彼を見る。彼は、背筋が少し涼しくなるのを惑じた。「とくに死期の近い人は、はっきりわかるな。ほれ、ここに映っている人」と写真屋は、待っている写真を指さす。それは、彼がマラソン大会に出た年の正月に家族でとったものだった。写真館に出かける日は朝から大騒ぎで、正月だったせいもあるが、父親は紋付きを引っぱり出し、山高帽をかぶっている。彼は、十五才の中学生だった。セピア色に変色している人物は、彼と両親、それに姉と赤ん坊の弟だった。写真屋の指は、女学生の姉をさしている。「この人は・・ああ、姉さんかな。早死にしらさったろ？」姉は十九の歳に、写真を撮った二年後に花が風に落ちるように静かに息をひきとった。彼は肯く。「あと一、二年の寿命やとでとる」「……それで、寿命は変わらんもんかな」「まず変わらんな。人間には生れ持った寿命があるんやな。これは、どうにもならんさ」彼は若いときから占いの類いを信じなかった。正月の初詣には出かけても、おみくじを買ったことがない。いい卦が出ればまだしも、当りもしないのに悪い卦で不愉快な思いをさせられることもないだろうにと、おみくじを買い漁る人達を冷たく見ていた。それでも彼が写真屋の話しに好奇心が動いたのは、寿命が長い短いといってみたところで結局大した問題ではないのではないか、ふとそんな気がしたからだった。「わしは、どうやろな？」彼は笑いながら言う。写真屋は、ちらっと彼に視線を走らせたが、再び写真に目を落した。「古い写真やでな、わからんさ」「どっちみち、もう、いつお迎えがござってもええ年やでな」「ははは、お互いにな。そんでも、、もうええって気はせんもんやな」「そうやって。まんだがんばらにや、な。ははは」朝の食堂は、低い角度で射しこんでくる秋の清潔な光りに輝いている。食事の時間は、誰の顔も幸福に溢れている。彼は箸と口をゆっくり動かしながら、部屋の中を見回した。いつも暇さえあれば洗濯をしている「洗濯バァさん」が、芋の煮つけをはさんだところだった。あの芋が口に入るまでに、俺の食事は終るな、と彼は思う。洗濯バァさんの動作はひどくのろい。一回の食事にも一時間半はかかる。やっと朝食が済んで、部屋へ腰を降すと、もう昼食に呼ばれるといった具合だ。その隣りは、空席になっている。彼は鴉バァさんが死んだのを思い出す。箸を置いて合掌しお茶を飲んでいると、彼の背後で話し声が高くなった。彼も先ほどから後の話しを聞くともなく聞いていたが、その発端は、一人のジィさんが「俺は夕ベメシをくわせてもらえなんだ」と隣りのヘビバァさんに言ったことだった。「お陰で腹がへって、てヨンべは寝れなんだ、 メシもくれんなんて、そんなたいなことがあるんやろか」とジイさんは訴えた。「そんなことァないさ。アンタ、ちゃんと夕メシをもらったに」とヘビバァさんが反論した。絶対に喰っとらん、いや、ちゃんとわしの横で喰っとった、と口論がだんだんエスカレートしていった。またか、と彼は思った。ジィさんは、いつもメシをもらっとらんと誰彼なしに訴えていた。「この、もうろくジジィが！」とへビバァさんが叫び、食堂は一瞬静まりかえる。高木がとんでくると、二人をなだめた。「にぎやかなことやな」と彼は、隣りの「先生」に話しかける。銀髪を肩まで伸した老人は、若い頃から俳句を作り、長い間街で俳句会の主宰をしていた。いまも、ここで有志の者を集めて句会を開いている。彼も何度か勧められたが、一度も顔を出したことはなかった。「老いぬれば怒る元気もなかりけり・・・喧嘩する元気があるとは、実にめでたいことです」更に、彼に句会へ入るように勧め、食器をさげに立ち上ったので彼も一緒に立った。洗濯バァさんの芋が、ようやく口の中へ入ったところだった。今日は一日何をしようか思案しながら部屋へ帰った。ドアを開けたとき、いつもの部屋と違うような気がした。異和感を感じて室内を見渡すと、床が斑点状に鈍い光りを浮べている。床のあちこちが水を撒いたように濡れていた。彼は、急いで高木を呼びに行った。興奮して高木に喰ってかかった。一体誰がこんな悪戯をするのか！自分には分っている。これは赤鼻ジジィの仕業に違いない。なぜかは知らないが、赤鼻は日頃から自分を嫌っている。きっと自分を転ばせるために水を撒いたのだ！高木は黙っていた。部屋に立ったまま暫く考えていたが、やがてモップを待ってくると床を拭いた。作業が終るまで高木は一言も話さなかったが、綺麗に拭き終ると彼は言った。「ええかな、このことは、わしにまかしといてくれよ。誰にも言わんようにな」その日は黒緑眼鏡の医者が来る日だった。医者は街に個人病院を持っているが、いまは息子に経営をまかせている。十日に一度くらい制服の若い女を伴ってはやってきた。高木はさっそく今朝の事件を話した。「そうかな。年からいうとちょっと早いようやけど、まあ、年ばっかりでは言えんでな。で、下穿は？」「しとらなんだようです。忘れたんやろな。なおらんもんやろかなァ」「まずなおらんな。ひどいようならオムツをするより仕方ないな」若い女はふき出した。「オムツだって、やあだァ」「君も、いずれそうなるんやぞ」医者は女をたしなめた。医者は、彼を共同部屋に移して、寝たきりの老婆を病室へいれたいと考えていた。病室らしきものは彼の入ってる一室で、後は全部協同部屋だった。この夏に、彼は夜中に怒鳴ったり昼間でも大声で一人言を言って同居人を悩ませ、病室に隔離された。高木は医者の勧めによって、彼を街の病院へ入れるために役所へ陳情を続けているが、見込みはなかった。暫く様子を見て、事情によっては私が役所へ談判に行ってもいい、という医者の言葉がその日の結論だった。そして、彼の身上書を見せて欲しいと高木に言った。高木がファィルの中から彼の分を捜して渡すと、黒縁の眼鏡を額の上へあげて身上書を読んだ。 ……十五年結婚、十七年応召、長男俊一誕生。「おや、息子さんがござるんやな」高木に返答を求める。「はァ、詳しい事情は分らんけども、親子の間がうまくいかなんだようですな。家出して、そのまま都会で暮しとるらしいです」……二十年抑留（ソ連）、二十一年復員、△△金属所工員、二十五年警察逮捕。「これは？」「レッドパージにかかったようですな。そやけど、彼は一週間くらいで釈放されたんやと聞いとります」「ああ、そんで……」「なんか？」「この間、格闘したときに、アメ公の犬と言われたもんで何のことかと思っとったんや」「そうやったかな」…… 四十年妻死亡。医者はやり切れないといった表情で、身上書を机の上に投げ出した。「まるで、不幸の見本市や……」「戦争が終って四十年近くたつんやけど、まんだ戦争はそう遠くないですなあ。私もやけど、この年代の人は多かれ少なかれ似たような人生ですなァ」医者は肯いて眼鏡を額から戻した。そして煙草を喫いながら暫く外の景色を眺めていた。そこには冴えた光りが溢れている。「こいつがいかんのやな」と一人言を言う。「この冷い光りがいかんのや。秋の白い光りは記憶を混乱させてまう」その日も、彼は若者をべンチで見届けた。そしてその夜、彼は鮎を思った。春に、鮎は海に近い河口で暮している。初夏に一斉に動き出す。激流や小さな滝を越えて、夏の終らないうちにと、小さな体を踊らせる。以前には、彼もよく鮎釣りに出かけた。鼻に環を通した種鮎をポイントまで誘導していくと、縄張りへの突然の闖入者を追っ払おうと、鮎が体当りをしてくる。そこを巧みに掛けるのだが、掛かった瞬間、鮎が身を翻すと川底に銀色の光りがきらめき、竿が引かれる。バレないように引き寄せるときの心持ちは、いいようのないものだった。若い頃には鮎は釣りの対象でしかなかつたが、いまは違っていた。彼を捕えたのは、なぜ死にもの狂いで川を上るのか、その疑問だった。高校の前を流れている川のもっと遥か上流でも鮎はとれる。若い頃彼も釣った覚えがある。海から山間の小さな川まで、いったい何百キロあるだろうか。そして、なぜそんな処まで命がけで行かなければならないのか。その凄じい執念は何なのか。たった一年で誕生から死の一生を成さなければならない鮎に、自分の行動を考える余裕などないだろう。激しい闘争心をむき出しにして、彼等は遥か彼方の山間の谷を目ざす。彼は、よく行った川とその底に踊る小さな褐色の魚を想っていた。長い間考えていると、それがやがて言葉になってくる。「哀しさや　踊る鮎のひたむきに」明日の朝、先生にみてもらおうと彼は思った。だが、眼がさめたら、彼はきっと忘れてしまっているだろう。弱弱しい咳が、すぐ傍で聞こえた。「帰るか」と彼は姉の顔を見る。この頃千鶴は咳こむことが多かった。透き通るような肌は、体質のせいばかりではないのだろう。秋雨の合い間の暖く晴れ上った空を見て、千鶴は久しぶりに外出してみたいと言った。千鶴は一人でいいと言ったが、母親にいわれて彼は一緒に丘のべンチに座っていた。「だいじょうぶや」と千鶴は襟を合わせて笑顔を作る。眼下には彼の通っている中学がある。二人は言葉少なに教練の学生達を見ていた。教練は、非常時の名の元に年毎に厳しさを増していた。肋木をよじ登る生徒を見ていた千鶴は思い出したように言った。「姉ちゃん、このまえおヨメにいっとればよかったなァ。そしたら、きっとおまえも高等学校へいかせてやれたんやにな」彼は五年生になっていた。千鶴は、彼が高校へ行きたいと密かに考えているのを知っていた。彼は、わざと声をあげて笑った。「無理やさ。毎月八十円も送金しとるって叔母さんが言っとったに」彼の従兄弟の一人が、都会の高等学校へ通っているが、その息子のために毎月八十円送っていると叔母が話した。その法外な金額に家族は驚き、彼は進学をあきらめることができた。彼の家の収入が、六十円あるか無しなのだから、八十円は話しにもならない。「俺は姉ちゃんに、そんな結婚はしてもらいとうないぜ」「・・・そやけど」と言いかけたが、千鶴はそれ以上言わなかった。先日千鶴の幼な友達が訪ねてきた。千鶴に別れを言うために来たという。ある街のカフェで働くことになった。もう会うこともないだろうから、と言って友達は別れを惜しみ帰って行った。恐慌は山間の農家にことに厳しく襲いかかった。米価の著しい下落と小作料の高騰は、文字通り彼等を水呑みに追いやった。この街の週辺農家でもカフェで働く娘が多かった。彼女達の中で一体何人が本当にカフェで働いているのだろうか。姉は恐らくその事を考えているのだろう。身売り同然の境遇の娘達のことを思えば、乞われて嫁にいくことは大変な仕合せだと思わなければなるまい。その上弟を高校へやれるなら尚更である。二人は黙ってしまった。しばらくして千鶴が話題をかえた。「こんどのマラソン大会がんばるんやよ。姉ちゃんも応援するでな」昨年オリンピック映画が上映され、今年は楠好蔵がマラソンの世界記録を出したことに刺激されて、この街でも近くマラソン大会が開かれることになった。「挙国一致外敵ニ当ル意気ト体力ヲ養ワンガタメ」と名目はいかめしいが、商店聯合会の客寄せが目的だった。彼は授業が終ると毎日学校の裏山を走って練習した。眼下の校庭に若者が飛び出してくる。彼は若者を見つめる。そうそう、呼吸を整えて、もっと足をあげて・・・胸につくぐらい足をあげんと、に。まんだ飛ばしたらいかんて。自分のぺースで軽くいくんや。やがて女学生のセーラー服が交り、自転車の列ができる。若者はグランドを一周して山道へ向う。「姉ちゃん、がんばるぞ。優勝は無理かもしれんけど、とにかくがんばってみるさ」べンチで背を丸め、彼は一人言を言う。・・・水の冷さが歯茎にしみる。水の中にも夜明けには遠い冷たい空気にも死の影がひそみ、彼の体から熱を奪おうと執拗に忍び寄る。彼は、近づく死に反発するように体操を始める。いち、にぃ、と大声をあげて陸軍式の体操をしていると、「どうしらさったんえな、こんにから」と高木が眼をしばたいて現われた。「今日は走らならんでな」彼は休まずに答える。「そうかな・・・」と高木は不審そうな表情で見ていたが、大きな欠伸をして部屋へ帰った。彼は興奮している。部屋に帰ると昨夜のうちに用意しておいたランニングシャツに着替える。時間は充分にあったが、じっとしていられなかった。シャツの裏には、昨夜千鶴が縫いこんだお守りがあった。「起きたのかな。まんだ早いに」と千鶴は自分の肩を抱いて寒さに震えている。「軽く練習しようと思ってな。姉ちゃんは後で来てくれりゃええさ。露は体にないぜ」それでも彼が出かけようとすると、千鶴は一緒に行くからと言った。千鶴が着替えるのを待って二人は一緒に出かける。会場に当てられた広場には、気の早い見物客や選手が集り始めている。絶好の日よりだ、と彼は思う。マラソンには少し肌寒いくらいがいい。会場に千鶴を残しておいて、彼はいつの間にか走り出していた。暫く走ってきてもまだ充分に間にあう。街をぬけると、川に沿って走った。朝霧が川面から立ち昇っている。体が暖まってくると身を切る風が快かった。十分も走ると人家は疎らになる。合流した川は大きくなり、瀬音が響いてくる。その中にヤナが仕掛けてあるのを幾つか見た。もう落ち鮎の季節かと気づいた。ヤナ場を通るたびに速度を落し、注意を払って見ると鮎が上っている。中には白い腹をみせてはねているのもいた。三十分ほど走って会場へ戻ると、既に集った人が溢れていた。拡声器の音が、出場者は早く受付を済ますようにとか、一等は米俵一俵だとか、わめきたてている。「どこへ行っとったの」と、千鶴はひどく興奮していた。集った人数の余りの多さに圧倒されたのだろう。「お前はもう走ったのか。そんなことをしたらつかれてまうに」「姉ちゃん、落ち着けよ。走るのは俺なんやぜ」彼は口数の多くなった姉に注意した。千鶴は上気して、白い肌に赤味さえ帯び端々しい美しさを放っていた。千鶴の出現は、明かに若い選手達の闘争心をかきたてていた。長い肩書を持つ人が何人か台の上へあがり、退屈な時間が続いた。やがて輝く光りの中を、一団となった選手達は遥かな谷を目指す鮎達のように走り出した。コースは、街を抜けるとすぐ山の坂道へかかる。一塊りになっていた選手達もここで次第に離れてくる。荒い息をはきながら、彼は鮎を思った。産卵を終えた鮎は川を落ちていく。なぜ、傷つき必死になって谷川を遡るのか。ようやく辿り着いた山奥の小川に、仕合せがあるとでもいうのだろうか。そんなにまでして行き着いた所から、それでもやがて落ちていく。彼等は、役割を果した途端に不要の存在となる。突然掟から解放された鮎は、押し流されるままに過去の時間へ向かって流れ落ちていく。もう誰と闘うこともない。誰も彼等の存在など気にもかけない。鮎にとって束の間の幸福な時が訪れる。彼を傷つけることのない温い時間、母親の中で夢見ていた時間よりももっと遥かな時へ落ちていく。激しい喚声が彼の周囲に渦巻いている。ゴールは目の前だ。彼の目は、五十メートル前方を走っている男をしっかり捕えている。周囲の騒ぎをよそに彼の頭の中は恐しいほど静かだった。ふと思った。長い競争だった、気の遠くなるほど長い長い時間だった、と。養老院へも行った、警察にもつかまった、不眠症にもなった、工員もやった、戦争にもいった、息子もできた。結婚もした、親の葬式も出した、木銃で突撃訓練もした、代数も勉強した……だが、それも終りだ。これが最後の詰めだ。ゴール近くでは、両親や工場の主任、それに鴉バァさんもへビバァさんも必死に彼を呼んでいる。彼はスパートした。ゴールでは千鶴が死にもの狂いに彼を呼んでいる。息が切れたと思ったとき、彼は先頭に踊り出ていた。彼は既に自分が呼吸していないことを知る。ただ、大きく開げた千鶴の胸へ向かって、白梅の香る温い夢の時間へ向かって、彼の存在は一気に崩れ落ちていく・・・。




　　

　　　　　　注　阪妻＝映画俳優、阪東妻三郎
　　　　　　　　山本五十六＝海軍大将、真珠湾攻撃など太平洋戦争前期

　　　　　　　　　　　　　　の指揮をとった。



　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「落ち鮎」完
　　　...................................

本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！





ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。(編集部）



「はっくつ文庫」トップへ










ここは文末です。



............................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

